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生存時間データと経時測定データの条件付きモデリング 

 

生存時間アウトカムを測定するための多くの追跡研究では、患者は定期的に来院し，疾

患と関連のあるいくつかのバイオマーカーが経時的に測定される。このような研究の目的

はさまざまであるが、1)何らかの治療がイベントの発生に及ぼす効果、2)バイオマーカー

の経時推移とイベント発生の関係、3)バイオマーカーの経時推移パターンの理解などが挙

げられる。研究目的に応じて適切な解析方法を選択することが重要である。Kurland et al., 

(2009)は追跡研究データ、すなわち患者の死亡や追跡不能によって経時測定データの観測

が打ち切られるようなデータに対して提案されてきた解析方法をまとめた。具体的には生

存時間アウトカム𝑇と経時測定アウトカム𝒀の同時分布𝑓(𝒀, 𝑇)の分解方法に応じた整理をし

ている。本抄読会では、まずこれらの分解方法を紹介し、そのうちのひとつである

"Terminal decline model"について考察した Dempsey and McCullagh, (2018)を取り上げ

る。 
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